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精子濃度算定におけるMakler精 子濃度計算盤の効用
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USE OF MAKLER COUNTING CHAMBER IN SEMEN ANALYSIS
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From the Department of Urology, Shiga University of Medical Science 

               (Director: Prof. T. Tomoyoshi)

   Sperm concentration was measured using Makler counting chamber and compared with the 
concentration value measured by a classic method. Both values correlated well. The chamber 
contributes to a speedy, correct and simple semen analysis mainly because of no need of dilution 
of the semen. Viral infection to the examiner from the semen can also be avoided. 

                                                  (Acta Urol. Jpn. 34: 1931-1933, 1988)
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緒 言

精液検査は男性の授精力を知 るために最初におこな

われる重要な検査であることは論を またない.そ のな

かで も精子濃度の算定は最重要 とされ ている.と ころ

が,そ の算定には従来 よ りの末 梢血の血球数算定法を

準用する方法がまだ広 くお こなわれてお り,精 液を水

で希釈するな ど手数のかかる点が,多 数 の患者を集中

的に診療 している男性不妊外来 の担当者にやや負担 と

なっていた.

そこで私たちは,Makler精 子濃度計算盤 を用いて

精子濃度の算定をおこない,同 一検体 を従来法 でも算

定 してこれ ら2つ の算定方法を比較 した.

方 法

滋 賀医科 大 学 附属 病 院 泌尿 器 科 の不 妊 外来 に受 診 し

た男子 が 検査 の た めに 提 出 した 精 液59検 体 につ い て,

まずMakler精 子 濃 度 計 算盤(米 国EDER社 製)

を用 いて 算定 し,こ れ を 臨床 デ ータ と した の ち,従 来

の末梢 血血 球 計 算法 に よる算 定 もお こな った.

Makler精 子 濃度 計 算 盤 は,Fig.1の よ う に本 体

であ る計算 盤 と顕 微 鏡 用 の特 殊 レンズの セ ッ トとな っ

て お り,精 液 を希 釈 す る こ とな く,そ の1滴 を た ら

し,付 属 の カバ ー グ ラス(左 下)を か ぶ せ て顕 微 鏡 に、

のせ れ ばFig。2の よ うな 視 野 を 観 察 す る こ と に な

る,こ の1区 画 は,計 算 盤 に 表示 して あ る よ う に,

0.01平 方 ミリ ズー トル,深 さ10マ イ クロ メー トル であ

るか ら,こ の10区 画内の精子数を算えてその まま ×

106/mlを 付ければ よいことになっている.

なお,精 子が運動 していて も1区 画内の精子数はほ

ぼ瞬間的に算定で きるのでほ とんど問題はないが,き

わめて活発な運動を しめす場 合は,区 画内への精子の

出入 りが激 しくて算定が困難であ り,そ の場 合は,あ

らか じめ検体 を50～60℃ の温水に数分間つけて精子

を不動化 してか ら算定 した.

結 果

二 種 類 の算 定 法 に よ り得 られ た精 子濃 度 に つい て,

横 軸に 従来 の方 法 に よる もの を,縦 軸にMakler精

子濃 度 計 算盤 を用 い た方 法 に よる もの を図示 して い く

とFig.3の よ うに な った.両 者 の相 関 係数 は0.873

(N=59)で あ るか ら,よ い相 関 とい える が,ど ち ら

か とい うとMakler精 子 濃 度 計 算盤 に よ る数値 の ほ

うが 低 い傾 向を しめ した,

考 察

精子濃度算定は,医 療技術 の進歩のなかで,血 球計

算法を準用す る古典的 な方法が最近 まで支配的であ っ

たといえる.泌 尿器科 の不 妊外来を訪れ る患者の増加

に伴い,担 当の医師が精子濃度算定に多 くの時間 と労

力を費やす ことにはいろいろ と問題があった.し たが

って,簡 便 で しか も正確な精子濃度算定法が望 まれて

いたのである.大 がか りな電子科学的装置があればそ

れに まさるものはないであろ うが,予 算的 また場所的
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Thespermconcentrationvalues,givenbyclassicmethod

andwithaMaklercountingchamUer,arewellcorrelated.

制約か らどこの泌尿器科外来で も設置可能 とい うわけ

でない.

そ こで本稿で とりあげたMakler精 子濃度 計算盤

を用いて算定 した ところ,従 来の方法に よって算定 し

た精子濃度 とよく相関 し,じ ゅ うぶん信頼できること

が実証 できた.ま た,そ れ以外に実際に使用 してみて

次の ような利点 のあることがわか った.

その第一は精液を希釈する必要がないので,精 液の

粘調度によって影響を うけない ことである.精 液のな

かには粘調度の高い精液,な かなか液化 しない精液が

あって水による希釈が容易でな く,メ ランジュー・レの

なかで均一化せずに精液と水の二相状態が持続する検

体を よく経験する.希 釈の必要がなけれぽ この トラブ

ルは回避で きるのである.

その第二は手順が簡単であ り,精 液検査が従来 より

迅速化 した ことであ る.お そらく1検 体 あた りの所要

時間は約3分 の1に 短縮 しているもの と思われ る.ま

た,検 査後にパラメデ ィカルの職員が後始末をす る物

品 もきわめて少な く,省 力化につ なが っている.

その第三は,精 液 との接 触機会がず っと少な くなっ

た ことによって,精 液を介 しての感染の心配がな くな

った ことであ る.従 来 より,精 液 を メラ ンジュ_ル で

吸い上げる操作は,順 調に行けば問題は ないが,吸 い

に くいときに限って突 如 として 口中にはいることがあ



友吉,ほ か:精 子濃度算定 法 ・Makler精 子濃度計算盤

り,ウ ィルス感染(最 近で はとくにAIDS)の 危険

があったのである.

二つの方法に よる精子濃度算定値の どちらが実際の

精子濃度を反映 しているか とい うことになると,精 液

を希釈 しないですむ本法 のほ うが正確であると思われ

る.精 液 とい うものの性 状か らして,希 釈における均

一化がむずか しく,誤 差を生ずる ことになるか らであ

る,

結 語

Makler精 子濃度計算盤 を用いると,精 液を希釈す

ることな く,簡 単かつ迅速に精子濃度を算定でき,従

1933

来の1血L球計算に}1`『じた方法 と計測値が よく相関 した.

また,精 液 との接触機会 も少ないので精液を媒介 とし

ての感染,と くに ウィルス感染の心配を しないです む

ことは不妊外来担当者に とって有意義な ことである.

木論文は,1987年11月7rの 第37回1ヨ木泌尿111科学会rl翔部
'ii合総会(名 古屋市)に おけ るラウ

ンド ・テープ/V・ ディス

カッション 「malefertilityの 諸問題 」 において,友 吉が

「診断 」二の聞題点」 として発表 した ものの一部である.論 文

形式にす るにさい して,た がい に関連性 の乏 しい閲題 をそれ

ぞれ独立させた ことを付記 してお きたい.

(1988年7月12日 受 付)


